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本日の内容
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•法人・ステーションの概要

•研修報告



社会福祉法人 正仁会(しょうじんかい）の紹介
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安佐北区落合南町
法人本部 特養

落合5丁目
在宅支援センター

可部・亀山
グループホーム等

全職員数 213名
施設長 1名
副施設長 2名
介護職員 140名
看護職員 24名
作業療法士 2名
言語聴覚士 1名
介護支援専門員 10名
※外国人 ９名

１F
看護小規模多機能ホーム

２F
居宅介護支援事業所
訪問介護事業所

訪問看護ステーション



ステーションの概要

• 所在地 〠７３９－１７３１

広島市安佐北区落合5丁目25番8号

(なごみの郷 在宅支援センター）

• 営業時間 8：3０～17：30（緊急時 24時間対応）

• 定休日 日曜日 お盆・お正月

• 訪問人数 令和8年1月実績 147人

• 訪問回数 令和8年1月実績 763回

• 訪問看護師数 16人(11人常勤）

• 看取り実績： 令和6年度実績 看取り23名

• 実習受け入れ：退院調整看護師研修，看護認定管理者セカ
ンドレベル,県立広島大学,都市学園大学,広島市立看護専
門学校

2015年3月1日開設 11年目に入りました

保険別

介護保険 医療保険

介護：医療＝7：3

令和8年1月末現在

厚生労働大臣が定める疾病等（特掲診療
料の施設基準等別表７）に掲げる疾病

いわゆる末期・難病



ステーションの概要
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訪問場所 地域別

白木 クレア
落合 深川
GH 亀崎
口田 倉掛
真亀 可部
亀山 口田
可部方面 安佐南区
西区 安芸高田市

利用者疾患別

がん 精神

パーキンソン病 脊髄小脳変性症

ALS 重症筋無力症

SLE 頭部外傷

透析 心疾患他

がんの利用者様23％



研修参加の目的
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看護職は地域包括ケアシステムの実現に向けて重要な
役割を担うことが期待されている。この期待に応えるため、
訪問看護ステーションで働く訪問看護師と病院で働く看
護師が、お互いの現場に出向き、現状を体験することで理
解を深め、看護ケアの必要な人に対して切れ目のない適
切なサービス提供について学ぶ機会とする。

「看護師の相互交流派遣研修事業」実施要領より



研修参加の目的
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看看連携が強固であれば、タイムリー、かつ過不足のない
看護ケアが提供できる。ひいては利用者（患者）様の
QOLが高まる。



これまでの研修参加者

8

年 自施設研修生 研修場所 連携先の
研修生の所属

令和3年 40歳代
主任

北部医療センター
安佐市民病院

地域連携室

令和4年 50歳代 同上 病棟

令和5年 50歳代 同上 病棟

令和6年 40歳代 同上 病棟

令和7年 30歳代 安佐医師会病院 病棟

事業所間で相談し実施



研修希望の項目 （訪問看護→病院）
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・医療の実際や看護ケアのアップデート
（がんや難病などの治療や看護について）
・地域連携室の役割や理解
・意思決定支援
・病棟での退院支援の現状と課題
・病院のチーム医療（緩和ケア 栄養サポート 認知症）
・感染症対策や医療安全対策について



学んでいただきたい研修項目 （病院→訪問看護）
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・訪問看護のしくみ
・退院した方の在宅療養支援について
・在宅医療の実際や工夫
医療依存度の高い人、緊急時の対応、看取り、多職種連携
・医師との連携
・介護事業所との連携
・家族等を含めたケアや相談対応
・意思決定支援



切れ目のない（シームレス）連携って？（私見です）
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・お互いの施設の役割や限界を知り、利用者（患者）を中心
とし、支援者やケアチームが忌憚のない意見交換ができるこ
と。
・お互いの立場で、スピード感をもって、それぞれの役割を果
たすこと



研修内容 具体的に
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・病院から退院した利用者（患者）様の同行訪問
・訪問看護の契約、必要物品について
・訪問看護費や訪問看護療養費などの算定について
・看護小規模多機能型居宅介護との連携
・グループホームとの医療連携
・サービス担当者会議や退院前カンファレンスの参加
・ケアハウスやサ高住への訪問について



研修の際に心掛けていること
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・同行訪問の同意
・可能な限り連携している病院の利用者様を選定する
・職員と同じユニホームを着用し訪問する
⇒ 自宅はプライベートな空間であり、不必要な気遣いを
させない工夫。他人が自宅に入ることでの不安や
ストレスを最小限となるように配慮している。



ご清聴ありがとうございました
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